
「全国高等学校ビブリオバトル兵庫県大会 2024」を開催しました 

 

2024 年 11 月 24 日（日）に「全国高等学校ビブリオバトル兵庫県大会 2024」

を甲南大学の岡本キャンパスで行いました。この大会は昨年まで甲南大学主催

で行われていましたが、今年から兵庫県教育委員会、兵庫県立図書館が主催（後

援：活字文化推進会議、甲南大学図書館）となりました。 

ビブリオバトルとは５名程度のグループを作り、バトラーと呼ばれる紹介者

がそれぞれ５分間でおすすめ本を紹介します。そして、それぞれの発表の後に

２分程度のディスカッションを行い、投票で「もっとも読みたくなった本」を

決めるコミュニケーションゲームです。 

兵庫県大会当日は県立東播磨高等学校放送部員が司会進行を担当し、出場校

34 校 34 名の高校生が５つのグループに分かれてまず予選を行いました。その

予選を勝ち抜いた５名による決勝戦を行い、チャンプ本を決定しました。 

兵庫県大会決勝戦で決定したチャンプ本(１冊)と準チャンプ本(４冊)は県

立図書館で展示しています。貸出しも可能ですので、ご利用ください。 

また、来年度も「全国高等学校ビブリオバトル兵庫県大会 2025」(仮称)の開

催を予定しています。高校生の皆さんのエントリーをお待ちしています。 

 

 

 

 

 

決勝戦の様子 



｢全国高等学校ビブリオバトル兵庫県大会 2024｣チャンプ本決定！ 

 

「全国高等学校ビブリオバトル兵庫県大会 2024」のチャンプ本は神戸国際高

等学校２年生の畠山穂の香さんの紹介した『小説の小説』（似鳥鶏著 KADOKAWA

刊）に決定しました。 

準チャンプ本は次の４冊（50音順）となりました。 

チャンプ本、準チャンプ本を紹介した５名にはそれぞれに賞状と副賞が贈ら

れました。 

なお、畠山さんは 2025 年 1 月 26 日（日）に開催される「第 11 回全国高校

ビブリオバトル決勝大会」（東京都・よみうり大手町ホール）に出場いただきま

す。兵庫県の代表として全国大会で頑張ってください。 

 

 

 

 

 

タイトル 著者 出版社 学校名 バトラー名 

頭に来てもアホとは戦うな！ 田村 耕太郎 朝日新聞出版 県立明石西高等学校 空野 花音 

コンビニ人間 村田 沙耶香 文藝春秋 県立鳴尾高等学校 阿部 礼那 

植物はなぜ毒があるのか 
田中 修 

丹治 邦和 
幻冬舎 六甲学院高等学校 稲岡 誠人 

リア王 
ウィリアム・ 

シェイクスピア 
白水社 甲陽学院高等学校 福家 新 

チャンプ本、準チャンプ本に選ばれた５名 


